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リート造の小学校や鉄製の橋梁が
モダンなデザインで建設されまし
た。市民の生活に密着した中央卸売
市場、ゴミ処理場、浄水場などの公
的な施設の整備も図られました。豊
洲に移転した築地市場は、昭和10年

（1935）に開場しました。
復興道路
　帝都復興計画では、都市基盤を整
備するとともに、市域を拡大してい
くために、骨格となる道路を整備す
る案が盛り込まれました。その軸と
なったのが、第一号幹線「昭和通り」
と、第二号幹線「大正通り（現・靖国
通り）」で、この二つの通りを基準と
してそれぞれに並行する形で道路が
計画されました。昭和通りなどの幹

関東大震災の被害状況
　関東大震災での地震による直接的
な損失は、当時の金額で55億から
100億円。大正11年の国家予算14
億2900万円の４～７倍になります。
復興事業
　震災発生の翌日に山本権兵衛内閣
が発足し、復興事業を担う内閣総理
大臣直属の機関として帝都復興院が
設立されました。帝都復興院の総裁
には、内務大臣の後藤新平（元東京市
長）が就任し、後藤を中心に復興計
画が作成されました。政府原案の予
算は15億円でしたが、第一次世界戦
後の不景気の影響で大幅に縮小され
４億6844万円になりました。紆余
曲折があったものの、震災から３カ
月半余の12月24日には復興計画と
予算が確定しました。近代的な都市
計画手法を初めて取り入れるなどの
成果を残し、後の戦災復興計画にも
影響を与えました。
　帝都復興計画に基づく事業は大き
な成果を上げました。第１は、約
3300ha の土地区画整理事業が実施
され、街路や公園が整備された近代

的な街並みが造られたこと。
　第２は、幹線街路、補助線街路が
174路線260km にわたって整備さ
れ、今日の東京の骨格をなす道路網
が形成されたこと。
　第３は、大小の公園が多数整備さ
れたこと。東京では、隅田公園、浜町
公園、錦糸公園、横浜では山下公園、
野毛山公園などの大公園が整備され
ました。当時の浜町公園を写真で見
ると洋風の公園であることが分かり
ます。また、小学校に隣接する形で

復興小公園が設置されました。近隣
住民の利用、災害時の避難場所とし
ての活用が図られました。
　第４は、近代的な公共施設やイン
フラが整備されました。鉄筋コンク

▲昭和通り（江戸橋から京橋方面を望む）
（所蔵：『大東京寫眞帖』国立国会
図書館デジタルコレクション）

▲浜町公園
（所蔵：『大東京寫眞帖』国立国会
図書館デジタルコレクション）

大正12年（1923）9月1日の関東大震災から100年以上がたちました。その復興事業による大正12年（1923）9月1日の関東大震災から100年以上がたちました。その復興事業による
住宅などは老朽化などによってほとんど無くなりましたが、道路、橋、公園は今も健在です。住宅などは老朽化などによってほとんど無くなりましたが、道路、橋、公園は今も健在です。
それら復興事業によって造られたものについて調べてみました。それら復興事業によって造られたものについて調べてみました。
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できること・水道、電気はもちろん
炊事及び暖房用ガスの設備があるこ
と・便所は各戸毎に設け、水洗浄化
装置であること・台所は各戸毎に流
し、戸棚、料理台、竈

かまど

、蠅
は い

帳
ちょう

その
他の設備があり、「ダストシュート」
を取り付けていること・洗濯場は屋
上に設け、盥

たらい

、物干しまで設備して
いること・衛生及び保存上、畳は廃
して「コルク」を下に敷き、２枚重
ねの茣

ご

蓙
ざ

を敷くこと・その他、押入
れ、鏡付き洗面所、下駄箱、帽子掛
け、標札などに至るまで一切完備し
ていること。ただし、単身者向けで
は、トイレ、台所は共用設備になっ
ていました。
　同潤会アパートメントの中で有名
だった青山アパートメントは、表参
道のケヤキ並木に沿ったアイビーが
つたう３階建て10棟の建物でした。
山の手アパートメントとして位置づ
けられ、「ハイカラな整備の卵色三
階建てアパート」と宣伝されました。
このアパートの面影は、解体後の跡
地に誕生した表参道ヒルズに隣接し
た同潤会青山アパートメントを再現
した建物「表参道ヒルズ同潤館」に
残されています。他に、赤羽台にあ

る「UR まちとくらしのミュージア
ム」では、代官山アパートメントの
単身住戸・世帯住戸を復元展示して
います。江戸博でも同潤会代官山ア
パートメントの２階建の低層アパー
トメントの復元模型を展示していま
す。
　同潤会は、昭和２年から勤め人
向け分譲住宅を20カ所524戸、同
９年から職工向け分譲住宅を15カ
所1105戸建設しました。「同潤会
通り」という通りが江戸川区中央に

線道路の多くはグリーンベルトを設
け、都市景観面からも都市防災面か
らも評価されました。ただし、交通
量の増大にともなってグリーンベル
トは車道になってしまいました。国
の事業として幅員22m 以上の「幹
線街路」52本が、東京市の事業とし
て幅員11mから22mの「補助線街
路」122本が整備されました。その他
区画内の道路なども含め、整備され
た道路の総延長は750km にもなり
ました。主要幹線道路は、昭和通り

（幅員44m）、大正通り（幅員36m）、
永代通り（幅員33 m）、歌舞伎通り

（現・晴海通り）（幅員36m）、八重洲
通り（幅員44m）が整備されました。
震災復興橋梁
　崩落した隅田川の多くの木造の橋
に代わり、「震災復興橋梁」と呼ばれ
る9つの鉄製の橋が整備されました。
このうち、両国橋、厩

うまや

橋、吾
あ

妻
づ ま

橋は
国によって整備され、相

あ い

生
お い

橋、永代
橋、清洲橋、蔵前橋、駒形橋、言

こ と

問
と い

橋は東京市によって整備されました。
同潤会による住宅供給事業
　関東大震災の住宅復興を目的に、
義捐金（義援金）をもとに、内務省の
外郭団体として財団法人同潤会が設
立されました。同潤会は、当時の住
宅不足を補うため、ただちに木造住
宅の建設に着手しました。大正15
年（1926）からは日本最初期の近代
的な鉄筋コンクリート造の耐震耐火
アパートを建設しました。同潤会ア
パートメントは、昭和８年（1933）ま
でに、東京、横浜の計16カ所で約
2800戸が供給されました。女性専
用の大塚女子アパートメントもあり
ました。現在、同潤会アパートメン
トは老朽化のため全て解体されてい
ます。
　同潤会が建設したアパートメント
は『同潤会十八年史』によると、次の
特徴があります。・鉄筋コンクリー
ト 2、3、4 階建てとし、地震や火
事に安全であること・建具を堅固に
戸締りには特に注意し、留守でも盗
難などの心配が少ないこと・内部の
構造は和洋の生活様式を自由に選択

あります。この地域には東小松川普
通住宅（江戸川区東小松川）が造られ
ました。敷地面積は約25560坪（約
8.4ha）総戸数は576戸の木造の一
戸建てや長屋形式の「普通住宅」で
す。通りの名称に「同潤会」が残さ
れているのは、地域のシンボル的な
存在だったことが想像されます。
旧東京市営店舗向住宅
　復興事業の一環として、東京市が
昭和３年に建設した店舗付住宅があ
ります。清澄白河駅付近の清澄通り
に面して約250 m にわたって立ち
並ぶ鉄筋コンクリート造の２階建て
長屋で、築100年を経過した今も実
際に店舗付住宅として使用され、カ
フェやギャラリーなども入居してい
ます。

復興小学校
　被災した小学校を東京市営繕の設
計により再建したもので、現存して
いる泰明小学校、明石小学校、九段
小学校などを含め117校が建築さ
れました。その内52の小学校には隣
接して公園も整備されました。泰明
小学校の校舎は、東京都選定歴史的
建造物に選ばれ、経済産業省の近代
化産業遺産にも認定されています。

参考資料：港区立郷土資料館「資料館
だより第70号」

「同潤会の独立木造分譲住宅事業に
関する基礎的研究」住総研研究年報
No.30,2003年版

【取材】文・写真：広報部会・前田太門

▲表参道ヒルズ同潤館

▲清澄通りの旧東京市営店舗向住宅

▲泰明小学校
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　今回の展覧会は、約４年ぶりのリ
ニューアルオープン後初の特別展で、
江戸時代資料の逸品と初出品資料を
軸に、都市「大江戸」の魅力に迫る
ものです。
序章　�武蔵野は月の入るべき�

山もなし
　最初に展示されている「武蔵野図
屏風」には富士山と筑波山を背景に
した一面のすすき野原の中に大きな
満月が描かれています。茫漠とした
荒野の広がる場所という古来変わら
ぬ歌枕「武蔵野」のイメージが共有
されていました。一方、関東地方に
武士たちが勢力を伸ばし、江戸の礎
は着実に築かれていきました。

第１章　�将軍のお膝元�
─武士の都の形成

　徳川家康が幕府を開いて、江戸は
政治の中心地となり、武家屋敷が立
ち並ぶ「武士の都」がつくられていき
ます。ここでは江戸城・登城風景・
大名屋敷といった武士の都を表す風
景が描かれた絵画が並びます。中で
も泥絵（奥行きを強調した風景を安
価な絵の具で描く）と絹本著色によ
る「江戸大名屋敷図」の数々が目を
引きました。
　また、家格や権威の象徴となった
甲冑や刀剣などの武具類や婚礼道具
も多数展示されています。「御誕生人

形」は産所の様相をミニチュアサイ
ズで再現した貴重なものです。
第２章　江

え

都
ど

繁華─町人文化の開花
　提灯がともる木戸を抜けると、
百万都市江戸をイメージした展示空
間が広がっています。行楽の習慣が
武家から町人へ広がると、多数の名
所が生まれ、案内書が刊行されるよ
うになります。
　多彩な娯楽や文化も花開き、中で
も代表的なものが「二時の相撲、三
場の演

し ば い

劇、五街の妓楼」（年二回の相
撲、三座の歌舞伎、五町から成る吉
原）と呼ばれた相撲・歌舞伎・吉原
でした。力士・役者・遊女の姿、興
行の熱狂を描いた錦絵が所狭しと並
んでいます。また、｢江戸絵｣のコー

ナーでは豊国・写楽・歌麿・北斎の
名品が一堂に会しています。
第３章　�火事と喧嘩は江戸の華�

─武家火消と町火消
　江戸の町は頻繁に大火に見舞われ
ました。そうした中で次第に防火制
度が整えられ、江戸城や武家屋敷の
消防に当たる武家火消（大名火消 ･
定火消）、町人地を管轄する町火消
と、役割に応じた組織が作られてい
きました。明和の大火を描いた長大
な「火事図巻」に続いて、多くの火

事装束が並んでいます。武家火消で
は武家の威厳を示すための華やかな
装束、町火消では刺子で仕立てられ
た実用的な装束が特徴です。
第４章　�類を以て集まる�

─交遊と創作
　江戸文化が爛熟した18世紀後半
には、趣味や学芸に才を発揮する人
物が続々と登場します。彼らは時に
立場や地位を超えて集い、磨き合い、
交遊しながら知識や技術を育んでい
きました。ここでは各分野で第一人
者となった大田南畝 ･ 平賀源内 ･ 酒
井抱一・曲亭馬琴の４人を切り口に、
当時の文化芸術、学問の諸相を見通
す構成となっています。本人の著
作・作品のみならず、交遊関係者の
資料も多数展示されて楽しめました。

終章　花のお江戸に及ばんや
　17世紀初頭、江戸の繁栄の強調、
あるいは将軍が住まう地への敬意を
込めた「御江戸」という呼称が登場
します。町の範囲が広がり、文化の
成熟と消費の拡大がさらに進んだ
18世紀後半には「大江戸」という呼
称も使われ始めます。江戸に生まれ
育った人たちの間には「江戸っ子」
の意識が形成されていきます。都市
の繁栄を謳歌し、江戸に暮らすこと
を誇りとした江戸っ子たちによる江
戸自慢が様々な書物の中に現れます。
　締めくくりはおなじみの「東都両
国橋夏景色」を拡大した撮影スポッ
トでした。
【取材】文・写真：広報部会・菊池真一

▲「武蔵野図屏風」の展示風景

▲「江戸大名屋敷図」

▲歌舞伎・吉原の展示風景

▲曲亭馬琴『南総里見八犬伝』

▲大名火消装束

江戸東京博物館リニューアル記念特別展江戸東京博物館リニューアル記念特別展「大江戸礼賛」「大江戸礼賛」観覧記観覧記
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◆落語と講談を楽しむ会
４月 21 日（火）中島達男さんの月番
で、40～50 代の落語家による４席
の DVD「井戸の茶碗」「笠碁」「百川」
「三方一両損」を鑑賞。参加者７人。
５月 19 日（火）山内啓巳さんの月番
で、「花の吉原珍騒動」のテーマで吉
原を舞台にした落語４席の DVD を
鑑賞。参加者９人。

〈会からみなさまへ〉 DVD による鑑
賞は一定のテーマのもと、ベテラン
会員の解説も含め、落語をたっぷり、
深く、広く味わうのに適しているこ
とを再認識できたと思います。DVD
鑑賞の他には、寄席に行って落語や
漫才を聞くこともありますし、女流
講談師に我々の例会に出張興行して
もらうこともあります。落語や講談
にちなんだところの散策も企画して
います。例会終了後には有志参加の
懇親会もあり、例会参加の楽しみの
一部です。入会のご希望やお問い
合わせは　世話人（中村文男）080 -
6631-3712　までお気軽に。
◆藩史研究会
４月 10 日（金）鶴谷博幸さんの発表。
大津藩（近江国・滋賀県大津市）は文
禄４年（1595）６万石で入封して大
津城主となった京極高次が立藩。慶
長６年（1601）戸田一西が３万石で
入封、翌年膳所城に移り膳所藩と称
するようになった。戸田一西が立藩
したとする説もある。
大津には一時期を除き慶長５年

（1600）から慶応４年（1868）まで大
津代官が置かれた。宿場町・港町・
圓城寺（三井寺）の門前町として栄え
た大津町には 100 カ町にのぼる個
別町があり、「大津百町」と呼ばれて
いた。参加者６人。

サークルだより
えど友

５月８日（金）小笠原広樹さん担当の
歴史探訪会「高崎藩飛地・平林寺と
野火止用水を歩く（新座市）」。野火止
用水は川越藩主松平信綱により開削。
孫の輝定（高崎藩初代藩主）は野火止
４カ村と大和田町の所領を幕府に願
い出て、高崎藩の飛地となった。野
火止用水陣屋堀は高崎藩陣屋に水を
供給するために造られ、築堤となっ
ている。築堤の遺構、飛騨地方の古
民家を移築した睡足軒、境内に野火
止用水（平林寺堀）のある平林寺、平
林寺堀、新座市立歴史民俗資料館を
巡った。参加者７人。
◆古文書を読む会
４月 13 日（月）これまで読んできた
大塩平八郎の乱関係の史料を読み終
えたので、同じ「鶯宿雑記」に入っ
ている 「老のをしへ」（松平定信著）
を次回からのテキストに決めた。後
半は徒然草（嵯峨本）の140段～146
段を読む。参加者３人。
４月 27 日（月）「老のをしへ」を読み
はじめる。定信が自らの経験を紹介
しながら老後の過ごし方を書いてい
る。徒然草の内容と似ていることか
ら調べたら、定信は徒然草を筆写愛
読していたことがわかった。後半は
徒然草の 147 段～153 段を読む。参
加者５人。
５月 4 日（月）「老のをしへ」 を読む。
老いたらなるべく人とまじわらぬほ
うがよい、酒はほろ酔い程度とすべ
き。後半は徒然草の154段～156段
を読む。物事の成就には好機を知ら
なければならない、死期は背後から
不意にやってくる。参加者６人。
◆日本の大道芸伝承会
４月、５月休会。
◆江戸を語る会
４月、５月休会。
◆道灌倶楽部
４月、５月休会。

◆ Ａ班『飯田家文書』飛脚甚左衛門
の帳簿

同文書中に、越後国頸城郡菖蒲村

館蔵古文書翻刻だより

（現新潟県上越市大島区菖蒲）に住み
飛脚業を営んでいた甚左衛門の帳簿
がある。甚左衛門は越後・江戸間を
年数回往復し、その詳細な記録を残
した。記録は天保 12 年（1841）か
ら明治８年（1875）くらいまである
が、翻刻は安政７年（1860）・明治
２年分について行っている。甚左衛
門は菖蒲村近郊約 80 カ村から依頼
された荷物を江戸に運び、帰りは江
戸からの荷物を国へ運んだ。記録は
１回の往復につき、①国ニ而預り物
扣

ひかえ

覚
おぼえ

帳
ちょう

（㋑依頼人㋺荷物㋩宛先㋥
賃料）、②国ニ而預り物江戸ニ而渡
ス扣帳（①の配達記録）、③江戸ニ而
預り物扣覚帳（①と同内容）、④江戸
ニ而預り物国ニ而渡ス覚帳（③の配
達記録）、⑤江戸買物覚（国で頼まれ
た買物）、⑥上り下り道中入用、か
らなっている。三都の大手飛脚問屋
の記録は残っているようであるが、
その他の地方のものは非常に珍しい。
通説では、飛脚の賃料は高額で一般
庶民は利用できなかったとあるが、
ここでは一般庶民が頻繁に飛脚を利
用し、手紙・品物・現金のやりとり
をしていた様子がうかがえる。

友の会めも（開催日と人数）
令和８年４月～５月

◆役員会４月 14 日（火）９人。５月
12日（火）９人。◆事業部会４月９日

（木）12 人。５月８日（金）10 人。
◆広報部会４月 21 日（火）５人。５
月 1 9 日（火）６人。◆総務部会４
月 28 日（火）７人。５月 26 日（火）
11 人。◆古文書講座 入門編：４
月 18 日（土）85 人。５月 30 日（土）
77 人。　初級編：４月 1 日（水）94
人。５月 20 日（水）92 人。中級編：
４月３日（金）45 人。５月 15 日（金）
37 人。◆館蔵古文書翻刻プロジェ
クト４月 16 日（木）Ｂ班２人、在宅
作業３人。４月 23 日（木）Ａ班３人、
在宅作業１人。５月 21 日（木）Ｂ班
２人、在宅作業３人。５月 28 日

（木）Ａ班３人、在宅作業１人。



　祭りの宵
よ い

宮
み や

は夕闇とともに提灯の
明かりが溶け合う様は、なんとも言
えない風情がある。
　イラストの右は、浅草寺宝蔵門裏
に掲げられている仁王が履く大草

わ ら じ

鞋
（片方長さ 4.5 ｍ、幅 1.5 ｍ、重さ
500kg/ 山形県村山市奉納）。この宝
蔵門〔昭和 20 年（1945）焼失・同 39
年再建〕には、北条政子所縁の経典

「元
げ ん

版
ば ん

一
い っ

切
さ い

経
きょう

」（北条政子が子頼家の
追善供養のために鶴岡八幡宮に奉納
/ 国の重要文化財：5458 巻）を収蔵。
浅草寺と源頼朝は縁が深く、治承４年（1180）伊豆で挙兵
後、安房国へ逃れ隅田川を渡り武蔵国に入ったおり平家
討滅祈願を行ったり、鶴岡八幡宮造営のため、浅草の宮
大工を呼び寄せている。
　江戸期の三社祭。「江戸名所図屏風」（寛永年間初期/出
光美術館蔵）の中に祭礼が大きく描かれているのは三社
祭。江戸期初期、祭礼の歴史の古さ、親しまれ方では神
田祭、山王祭より三社祭のほうが江戸の庶民の間におい
ては人気があったようだ。
　今日の三社祭は、旧暦３月 18 日の観音示現（浅草の
観音様が隅田川から出現した）の日に行われていた 「舟

え ど 東 京 一 景

祭」（船渡御）がその原形とされている。現在では、５月
第 3 週の金・土・日曜日に行われる。見どころは、２日
目（土曜日）町内神輿連合渡御（氏子44カ町の各町内神輿
約 100 基が観音堂裏に集合）。各町内の神輿ぶりが一望
できる。さらに、明治以降浅草地区でも数度の大規模な
町名が変更されたが、消滅した江戸期からの町名（猿

さ る

若
わ か

町
ちょう

・象
き さ

潟
か た

町
ちょう

・聖
しょう

天
て ん

町
ちょう

など）を付けた祭り半
ば ん

纏
て ん

を探すの
も楽しみの一つ。
参考資料：浅草寺日並記研究会編（平成 16 年）『大江戸を歩
く』東京美術
【取材】文：広報部会・秋元康良 /イラスト：同・福島信一

（31） ―三社祭・夜景―

●藤森照信江戸博館長の記念講演会
　総会に続いて、江戸東京博物館藤森照信館長に
よる記念講演会が予定されています。演題は「日
本の住宅の原点を求めて」です。４年ぶりとなる
藤森館長の講演にご期待ください。
＊�講演会への参加には別途申し込みが必要です
（7頁参照）。

＊今回は会員交流会は開催されません。

●２０２６年度　友の会定期総会
　日時：９月13日（日）13時15分開会
　会場：江戸東京博物館　１階大ホール

◇主な議案
　第１号議案： 2022年４月～2026年6月まで事業報告ならび

に収支決算報告
　第２号議案： 2026年度事業計画案ならびに事業予算案
　第３号議案：江戸東京博物館友の会規約の改訂
　第４号議案：役員および監事の選任

第22回定期総会開催のご案内第22回定期総会開催のご案内
江戸博長期休館後初の総会で、今後の友の会の活動を確認しよう

　江戸博長期休館後初となる友の会定期総会が９月に開催されます。定期総会は会員が一堂に会し、過去の活動
を振り返るとともに、本年度の活動について率直な意見交換のできる場です。2022年４月から大規模改修工事
のため長期休館していた江戸博は、2026年３月31日にリニューアルオープンしました。長期休館中友の会はど
のような活動を行っていたのか、今後どのように活動を進めていくのかを総会で確認しましょう。
　後日送付される議案書をご検討・ご確認の上、多くの会員の皆さまに2026年度の活動へのご理解を深めてい
ただけるよう、ご出席をよろしくお願いいたします。開催要領は以下の通りです。
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　日本銀行本店の向かい、かつて江
戸の「金座」があった地に貨幣博物
館があります。古代から現代の最先
端技術まで、私たちの生活に不可欠
な「お金」の歩みを網羅した同館の
見どころをレポートします。
古代・中世のお金（7世紀〜16世紀）
　『日本書紀』には、687年に銀銭
の使用を禁じ銅銭の使用を命じたこ
とが記されています。12世紀半ば
から16世紀では、中国の銭貨（渡来
銭）が１枚＝１文の価値をもつお金
として広く使われていました。
近世（16世紀後半〜19世紀後半）
　16世紀後半になると、鉱山開発
と技術革新によって国内の金銀生産
量が飛躍的に増大し、銀は海外へも
輸出されるようになりました。これ
により金貨・銀貨が登場し、軍資金
としての蓄えや高額取引に利用され
始め、次第に貨幣として広く定着し
ていきました。初期の金銀貨は重さ
が一定ではない「秤

ひょう

量
りょう

貨幣」であ
り、使用するたびに重さを量り、必
要に応じて切って使われていました。
1563年に来日した宣教師ルイス・
フロイスも、著書『日本覚書』の中
で「日本では切片の重さをはかって
通用している」と当時の様子を記録
しています。

三貨制度—金貨・銀貨・銭貨一
　幕府は、金貨・銀貨・銭貨からな
る三貨制度を定めました。寛永13
年（1636）に幕府は寛永通宝の鋳造
を開始し、寛文10年（1670）には寛
永通宝以外の銭貨の使用を禁止し独
自の貨幣を使うようになりました。
藩札の発行と印刷の工夫
　17世紀後半からは、各藩が領内
限定で通用する紙幣である「藩札」
を発行し始めました。これは藩が幕
府貨幣や米などの価値ある物との交
換を保証したもので、明治初年まで
に西日本を中心に200余りの藩で
発行され、有力商人が発行を請け負
うこともありました。藩札には偽造
を防ぐための高度な技術が施されま
した。「分割できる版木」で複数の
人が分割された版木を別々に持つこ
とで不正な刷りを防ぐ、版木への「隠
し文字」や「特殊文字」の挿入、さ
らに「多色刷り」といった工夫が凝
らされていました。
贈答と現金送金の文化
　金銀銭は、献上や下賜などの贈答
の場面でも多く使われました。金貨
や銀貨を贈る際は和紙で包み、表に
貨幣の種類と数量を墨書しました。
これを「包

つつみ

金
き ん

」「包
つつみ

銀
ぎ ん

」と呼びます。
当時、江戸と大坂の間では為替取引
が発達していた一方で、飛脚を用い
た現金送金も日常的に行われていま
した。高額な金銀は一定量ごとに紙
で包封され、封印・署名・額面が表
示されます。「包金銀」は中身を調
べることなく、封印と表書きの信用
だけでそのまま流通しました。時代
劇で見覚えのある和紙に包まれた小
判も見ることができます。千両箱の
重さを体感するコーナーもありまし
た。
両替屋の役割
　江戸時代後半には全国的な商品流
通が活発化した一方で、流通する貨
幣の絶対量が不足し、季節による必
要量の波も大きくなりました。その
ため、食料などを「付け」や「掛
け」で買い、盆暮れや収穫期にまと
めて支払う「節

せ っ

季
き

払い」の慣習が広
がっていきました。こうした経済を
支えたのが「両替屋」で、町の両替
屋は金貨・銀貨を銭貨へ両替する業
務を行っています。当時の天秤や分

江戸東京ミュージアム
探訪 ………………�❶

［貨幣博物館］
銅などが展示されています。相場は
両替商（本両替）が日々の取引の中で
決定していました。顧客からの預金
受け入れ、遠隔地間の送金を可能に
する為替の発行、各藩や商人への融
資といった現代の銀行に匹敵する金
融サービスを提供しました。両替屋
の信用に基づき、手形などの書類や
帳簿上のやり取りを行うことで、貨
幣を使わなくても商品の売買や資金
の貸し借りができるようになり、活
発な商品流通を支えました。

近代「円」の誕生（明治時代）
　明治政府は明治４年（1871）に「新
貨条例」を制定し、「円」を導入し
ました。これにより法令上、金本位
制（金1.5g ＝1円）が採用され、十
進法の貨幣単位「円・銭・厘」（1円
＝100銭＝1,000厘）が導入され、
近代洋式製法による金貨・銀貨・銅
貨が発行されました。初期の国立銀
行紙幣はアメリカの印刷会社に製造
を委託していたため、規格やデザイ
ン、色などがアメリカのナショナ
ル・バンク紙幣によく似ているのが
特徴です。
現代の偽造防止技術
　１万円札などには、世界最高水準
の偽造防止技術が10種類ほど盛り
込まれています。角度を変える、拡
大する、光をあてるなどの方法でそ
の技術を確認する体験ができます。

------------------------
　貨幣博物館の観覧を計画される際
は、合わせて事前予約制となってい
る「日本銀行本店」の見学も一緒に
計画されると、日本の金融の歴史を
より深く学ぶことができるのでお薦
めです。日本銀行本館（国指定重要
文化財）は辰野金吾の設計です。
参考資料：『貨幣博物館 常設展示図
録』（2017年）
【取材】文・写真：広報部会・前田太門
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▲展示（近世）
（日本銀行貨幣博物館所蔵）

▲展示室全景
（日本銀行貨幣博物館所蔵）
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《　秋期講座申込受付開始　》
　９月から2026年度秋期講座を開講します。４年ぶりに江
戸博１階の会議室に戻ってきました。
多数の皆様のご参加をお待ちしています。
●日程と担当講師は下記の通りです。
◆入門編：各日午前午後の2クラス（午前か午後を選択）
• 講師：世川祐多先生（外務省外交史料館　主査）
• 開催日：9／19（土）、10／17（土）、11／14（土）
◆初級編：各日午前午後の２クラス（午前か午後を選択）
• 講師：安藤奈々先生（学習院大学大学院史学専攻）
• 開催日：9／16（水）、10／21（水）、11／11（水）
◆中級編：各日午後のクラスのみ
• 講師：吉成香澄先生（徳川林政史研究所非常勤研究員）
• 開催日：９／25（金）、10／９（金）、11／20（金）

• 時間：午前＝10:30～12:30　午後＝14:00～16:00
• 会場：江戸博　１階 会議室
• 定員：各クラス　70名（会員限定）
• 参加費：講座ごとに、全3回3,000円（事前一括払い・

振り込み）受講決定後、振り込みのご案内をします。振
込完了をもって正式に受付となり、期日までに振り込
みがない場合は受講無効となります。講座初日の１週
間前までのキャンセルには返金をします。

• 申し込みに当たって：はがき申し込みの場合、１枚の
はがきで複数講座の申し込みができます。セミナー、
見学会の申し込みとは別にしてください。

• 申込開始：郵送　　７月１日（水）
　　　　　　 ネット　７月８日（水）
• 申込締切：郵送・ネットとも７月22日（水）必着。

【企画担当責任者】川上由美子（事業部会）

常設展見学会　�
リニューアルされた常設展を楽しむ
◆�休館に入る前、「しばらくのお別れとなる常設展を楽しも

う！」という見学会を催しました。今回の企画はそのア
ンサー編に当たります。「リニューアルされた常設展を楽
しもう！」です。

◆�２部構成になっています。第一部では、企画展示に関わっ
た学芸員さんによるリニューアルの見どころ解説を１階
会議室で聞き、第二部では、場所を移動して、友の会の
案内人と共に常設展をまわります。新しくなった常設展
の魅力を存分にお楽しみください。

• 開催日：９月29日（火） 
• 第一部：14:00～14:45　見どころ解説
• 第二部：15:00～17:00　常設展見学
• 受付場所と時間：１階会議室内　13時30分～
• 受付前に常設展チケットを入手してからお集まりくだ

さい。会員は会員証提示で無料、一般は800円、65歳
以上は400円。

• 申込受付開始：郵送７月1日、ネット９月4日
• 申込締切：郵送・ネットとも９月18日（金）必着
• 定員：80人（会員外は申込時氏名・住所・電話連記）
• 参加費：会員500円　会員外600円（当日払い）

【企画担当責任者】玉木達二　川上由美子（事業部会）

▲東京ゾーンの入り口　服部時計店

第217回　友の会総会記念館長特別講演
　　日本の住宅の原点を求めて
◆�休館前最後の総会での館長講演の終わりに、再開後の総

会でもぜひ館長講演をというお願いをし、快諾していた
だきました。そのお約束の館長講演です。

　�今回は広く一般の方たちにもご参加いただけるオープン
な形の友の会セミナーとして開催致します。皆さま奮っ
てご参加ください。

◆講師：江戸東京博物館 藤森照信 館長
　�日本の最初の住宅形式は、縄文時代の竪穴住居であるこ

とはよく知られているが、その復元については、近年、
大きく変わり始めている。われわれ日本人はいったいど
んな家に住んでいたのか、その原点について語りたい。

◆講師略歴：藤森照信（ふじもり・てるのぶ）
　�1946年生まれ。日本の建築史家、建築家（工学博士）。

専門は、日本近現代建築史、自然建築デザイン。2019
年より江戸東京博物館館長。

• 開催日時：９月13日（日）15時～16時30分
• 会場：江戸東京博物館大ホール
• 定員：250人、同伴者可（氏名、電話番号連記）
• 参加費：無料（会員・会員外とも）
• 申込受付開始：郵送７月１日、ネット８月19日
• 申込締切：郵送、ネットとも9月2日（水）必着
■�会員の方へ：友の会総会とは別途にお申し込みが必要にな
ります。ご注意ください。

　【企画担当責任者】川上由美子（事業部会）
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友の会事務局業務スタート
　友の会事務局業務を再開し、電話対応も可能にな 
りました。
電話受付：火曜日・金曜日
　　　　　10 時～12 時・13 時～17 時
　　　　　（この曜日、時間以外は不在になります）
電話番号：　０８０－７５９９－３３００
メール　：　edotomo2001@gmail.com

●�江戸東京博物館リニューアル記念特別展�
「洋館　明治の夢と挑戦」
会　期：６月23日（火）～８月23日（日）
会　員：�一般800円、65歳以上400円、 

大・専門生640円、高・中・小学生無料
同伴者：一般1,280円、65歳以上640円、 

大・専門生1,020円、高・中・小学生無料
●（注）割引を受けられる同伴者は１人だけです。

次回予告

●�江戸東京博物館リニューアル記念・NHK大河ドラマ
特別展「豊臣兄弟！」

会　期：９月15日（火）～11月８日（日）

企画展のご案内

●「発掘された日本列島2026」
会　期：６月13日（土）～７月26日（日）
会　場：常設展示室内 ５階企画展示室

次回予告

●「�浮世へのいざない�
―江戸博×出光コレクション初共演」

会　期：８月25日（火）～９月27日（日）
会　場：常設展示室内 ５階企画展示室

会員優待のお知らせ会員優待のお知らせ

好評開催中！

好評開催中！
はがきでのお申し込み
会報『えど友』の催事案内をご覧になり、以下の要領で、
はがきでお申し込みください。
◆通常はがき（85円）に、
　①催事名（略名可）と開催日　　②会員番号（必須）
　③氏名　　④電話番号を明記
＊同伴者は、氏名、電話番号を連記。見学会のみ保険加入の

ために同伴者の住所も必要です。

◆申込先：〒 130-0015　東京都墨田区横網 1－4－1
　　　　　江戸東京博物館 「友の会事務局」
◆�セミナー、見学会の申し込みは 1通で複数の催事申
し込み可。古文書講座は、古文書講座だけでお申し
込みください。講座の複数申し込みは可です。
◆�セミナー、見学会の参加者には、締切数日後に「参
加のご案内」を一斉にお送りします。それまでお待
ちください。
　
◉WEBでのお申し込み
催事案内ホームページで、会報『えど友』やネットの
催事案内をご覧になり、WEB経由、申込フォームから
お申し込みください。
◆メールアドレスを登録されている方には：

　�催事案内がホームページに掲載された時、一斉メー
ルを発信してお知らせいたします。
　�また、WEBによる申込受付の開始時に、メール一斉
発信で申込フォームのURL等をお知らせ致します。
◆�参加者には締切後メールで「参加のご案内」をお送
りします。

◉共通事項
●�応募者多数の場合は抽選となる場合がありますので
ご了承ください。
●�催事参加の際は本人確認のため会員証をお持ちくだ
さい。
●友の会への連絡・問い合わせ先
　電話の場合：０８０－７５９９－３３００
　　　　　　　火曜日・金曜日
　　　　　　　10時～ 12時・13時～ 17時
　　　　　　　（この曜日、時間以外は不在になります）
　はがきの場合：〒 130-0015　�東京都墨田区横網�

１－４－１
　　　　　　　　　　　江戸東京博物館友の会
　メールの場合：　edotomo2001@gmail.com


